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一方、「KOMOREBI シリーズ」は 2013 年頃からの作品「図 51～図 69」で作者の純化指標
による純化表現を着実なものとしていく作者の試行過程が興味深い。 
 
審査対象の研究作品 KOMOREBIシリーズ「生息Ⅰ」～「空白という外部を抱えたⅡ」5 点
（2015年）では純化表現による墨色の諧調と余白が見事に調和し、清澄で美しい。日本語
の「木洩れ日」という言葉に感動した作者の心情が、作者の主張する純化表現によって見
事に画面に投影され、論文「風景山水―美術における純化表現―」における論旨が高い次
元で実践されたすぐれた作品であり、高く評価できる。 
以上、徐凡軒論文「風景山水―美術における純化表現―」は外部審査員を含む 4名の審
査員全員が基準を満たし合格と判断した。 
 
３ 最終試験結果の要旨 
徐凡軒の口頭発表及び口頭試問においては、論文内容を的確に説明し、審査委員の意見、
質問に関しても率直に答えたという内容であり、審査委員会において最終試験について合
格と判断した。 
 
以上、徐凡軒の論文、研究作品は博士学位審査及び最終試験において外部審査員を含む
4名の審査員全員が優秀と判断し、かつ基準を満たし、合格であると結論した。 
